
  

「
台
湾
は
我
が
領
土
」
と
強
硬
姿
勢
を
も
辞

さ
な
い
態
度
の
中
国
。

　

中
国
か
ら
目
の
仇
に
さ
れ
た
李
登
輝
さ
ん

健
在
な
ら
ば
、
ど
ん
な
対
応
を
な
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

李
登
輝
物
語
最
終
回
、お
つ
き
合
い
下
さ
い
。

　

2
0
0
1
年
、
平
成
13
年
4
月
、
李
登
輝

は
心
臓
病
治
療
の
た
め
倉
敷
の
病
院
へ
。

　

当
初
日
本
は
、「
李
の
訪
日
は
政
治
目
的
だ
」

と
、
抗
議
し
た
中
国
政
府
へ
の
配
慮
か
ら
ビ
ザ

発
給
を
し
ぶ
っ
て
い
た
が
、
日
本
と
台
湾
の
窓

口
で
あ
る
交
流
協
会
台
北
事
務
所
が
ビ
ザ
を

申
請
、
国
交
が
あ
れ
ば
大
使
館
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
混
乱
も
あ
り
ま
し
た
が
、
来
日
し
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

翌
年
の
2
0
0
2
年
、
慶
応
大
学
の
学

園
祭
で
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
、

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
5
月
、
初
め
て
ノ
ー
ビ
ザ
で
来

日
、
松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
を
散
策
、
松
島

の
瑞
巌
寺
境
内
に
李
登
輝
夫
妻
の
句
碑
が
建

て
ら
れ
除
幕
式
に
出
席
。

　

6
月
第
一
回
後
藤
新
平
賞
受
賞
。
尊
敬
す

る
後
藤
新
平
賞
は
本
当
に
嬉
し
く
各
地
で
講

演
を
続
け
、
6
月
7
日
兄
が
祀
ら
れ
て
い
る
靖

国
神
社
に
念
願
の
初
参
拝
。
日
本
人
と
台
湾

人
3
0
0
人
が
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
「
万

歳
、万
歳
」
と
歓
声
を
上
げ
て
出
迎
え
ま
し
た
。

　
「
父
が
、
兄
の
戦
死
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た

た
め
位
牌
も
お
墓
も
あ
り
ま
せ
ん
。
靖
国
神

社
が
兄
を
祀
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ

し
て
日
本
兵
と
し
て
出
征
し
命
を
落
と
し
た

3
万
人
の
戦
亡
者
の
た
め
に
も
」
と
、
涙
を
流

し
て
昇
殿
参
拝
。

　
「
62
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う
や
く
兄
と
再
会

出
来
た
」
と
、
涙
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

と
、
日
本
国
民
が
願
い
、
歯
ぎ
し
り
し
て
い
る

こ
と
を
発
言
さ
れ
た
の
で
す
。

　

和
牛
の
良
さ
を
ご
存
知
で
、
日
本
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
源
興
牛
を
改
良
し
て
育
て
ら
れ
、

2
0
2
2
年
2
月
、
晩
年
心
血
を
注
が
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
「
源
興
牛
」
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
が
台
北
に
オ
ー
プ
ン
し
大
盛
況
。

　

東
日
本
大
震
災
に
わ
ず
か
2
3
5
0
万
人

の
台
湾
か
ら
2
5
0
億
円
の
義
援
金
が
、
そ

の
中
に
は
お
小
遣
い
を
出
し
て
く
れ
た
子
供
の

寄
付
も
あ
り
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
5
日
後
の

3
月
16
日
、
茨
城
の
大
洗
町
で
台
湾
の
慈
済

基
金
会
日
本
支
部
の
人
た
ち
が
、
ト
ラ
ッ
ク
と

自
家
用
車
を
連
ね
て
訪
れ
、
被
災
地
の
人
々
に

温
か
い
料
理
を
振
る
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
台

湾
地
震
の
時
の
救
助
隊
派
遣
や
、
義
援
金
に

対
す
る
返
礼
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
相
手
で

な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
義
援
金
は
集
ま
ら

外
務
省
が
中
国
へ
の
配
慮
か
ら
ビ
ザ
発
給
を
拒

否
。

　

来
日
出
来
な
か
っ
た
李
は
、
講
演
予
定
だ
っ

た
、
尊
敬
す
る
新
渡
戸
稲
造
と
、
戦
前
民
政

局
長
と
し
て
台
湾
の
発
展
に
寄
与
し
た
後
藤

新
平
に
つ
い
て
ふ
れ
、
そ
し
て
東
洋
一
の
鳥
山

頭
ダ
ム
を
造
っ
て
く
れ
た
八
田
與
一
の
功
績
を

紹
介
し
た
原
稿
「
日
本
人
の
精
神
」
が
、
産

経
新
聞
国
際
欄
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
8
月
、
台
湾
で
日
本
人
に
よ
る
日

本
李
登
輝
友
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
3
年
、「
も
は
や
、
中
華
民
国
は

存
在
し
な
い
」
と
発
言
し
て
、
台
湾
独
立
の
意

志
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

登
輝
さ
ん
は
、

　
「
靖
国
問
題
は
、
中
国
と
コ
リ
ア
が
作
っ
た

お
と
ぎ
話
。
尖
閣
諸
島
は
沖
縄
県
に
属
す
る

日
本
固
有
の
領
土
。
日
本
は
中
国
に
譲
歩
す

る
必
要
は
な
い
」

日
本
と
台
湾
の
架
け
橋「
李
登
輝
物
語
」

最
終
回

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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台
湾
に
と
っ
て
中
国
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
最
大
の

輸
出
先
で
97
％
中
国
向
け
。
こ
れ
も
中
国
の
嫌

が
ら
せ
と
、
日
本
は
台
湾
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
大

量
に
輸
入
、
今
も
果
物
店
の
店
頭
に
並
ん
で
い

ま
す
。

　
「
自
分
の
国
は
、
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
の
た
め
死
ぬ
の
は
怖
く
な
い
」
と

言
わ
れ
た
李
登
輝
さ
ん
。

　

2
0
2
0
年
7
月
30
日
、
李
登
輝
さ
ん
は

97
歳
の
長
寿
で
帰
ら
ぬ
旅
路
に
お
も
む
か
れ
ま

し
た
。
葬
儀
の
時
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

奥
さ
ん
は
、「
故
郷
の
台
湾
を
愛
す
る
根
っ

か
ら
の
台
湾
人
」
と
、
夫
を
称
し
ま
し
た
。

お
墓
は
、
台
北
市
に
近
い
新
北
市
の
山
の
中
腹

に
お
眠
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
の
中
国
、
韓
国
へ

の
対
応
に
、

　
「
日
本
よ
強
く
な
れ
、
私
は
22
歳
ま
で
日
本

人
で
し
た
。
そ
れ
が
誇
り
で
す
」
と
、
日
本
の

心
を
有
し
た
古
武
士
を
思
わ
せ
る
凛
と
し
た

姿
の
李
登
輝
さ
ん
。
信
念
を
持
っ
て
台
湾
の
民

主
化
を
推
し
進
め
、
日
本
人
以
上
に
日
本
の

心
を
持
ち
日
本
を
愛
し
、
日
本
と
台
湾
の
架

け
橋
と
な
っ
た
「
李
登
輝
物
語
」、
こ
れ
を
も
っ

て
最
終
回
と
致
し
ま
す
。

　

登
輝
が
、
兄
登
欽
と
最
後
に
写
し
た
写
真

が
、
靖
国
神
社
遊
就
館
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
、
靖
国
の
横
槍
に
屈
し
、
日
本
の
総
理

が
参
拝
し
な
い
靖
国
神
社
に
参
拝
さ
れ
た
の
で

す
。

　

日
本
の
歴
史
を
日
本
の
若
者
に
講
演

　

2
0
0
9
年
、
東
京
青
年
会
議
所
と
武

士
道
協
会
共
催
に
よ
る
講
演
で
各
地
を
廻
り
、

東
京
で
は
「
坂
本
龍
馬
の
船
中
八
策
に
基
づ
い

た
、
私
が
日
本
の
若
い
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
」
を
語
る
な
ど
、台
湾
人
の
李
登
輝
さ
ん
が
、

日
本
の
歴
史
に
基
づ
い
て
若
者
に
話
さ
れ
た
の

で
す
。

　
「
日
本
人
の
心
を
忘
れ
る
な
」

と
の
お
心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

登
輝
さ
ん
は
、
龍
馬
フ
ァ
ン
で
台
湾
龍
馬
会

の
会
長
を
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　

東
京
龍
馬
会
で
、「
天
翔
け
る
坂
本
龍
馬
」

と
講
演
の
中
で
登
輝
さ
ん
の
龍
馬
へ
の
心
を
紹

介
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
東
京
龍
馬
会
の

会
長
は
湾
生
、
台
湾
生
れ
の
方
で
す
。

　

2
0
1
5
年
に
は
、
台
湾
総
統
経
験
者
と

し
て
、
は
じ
め
て
衆
議
院
第
一
会
館
に
て
講
演
、

国
会
議
員
4
割
を
超
え
る
2
9
2
人
が
出
席
。

　

日
本
の
高
校
の
修
学
旅
行
先
は
、
コ
ロ
ナ
以

前
ダ
ン
ト
ツ
で
台
湾
旅
行
だ
っ
た
ん
で
す
。
参

加
し
た
高
校
生
の
多
く
が
親
日
に
感
激
す
る
の

で
す
。

　

台
湾
に
桜
を
植
え
る
、
日
本
人
の
会
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
、
夫
人
を
伴
っ
て
沖
縄
へ
9

回
目
の
訪
問
、
こ
の
時
95
歳
。
医
師
や
家
族

が
高
齢
を
心
配
し
て
反
対
す
る
も
、

　
「
沖
縄
の
慰
霊
祭
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
、
周
囲
を
押
し
切
っ
て
糸
満
市
の
平
和
記
念

公
園
で
行
わ
れ
た
、
台
湾
出
身
戦
亡
者
慰
霊

祭
に
参
列
さ
れ
、

　
「
日
台
は
、
運
命
共
同
体
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
、
そ
こ
に
は
沖
縄
の
現
状
を
よ
く
お

判
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
れ
ば
こ
そ
の
発
言
で
し

た
。

　
「
誇
り
あ
れ
日
本
よ
、
李
登
輝
沖
縄
全
記
録
」

の
中
で
、「
金
銭
の
遊
び
に
お
い
て
、
私
的
に

金
を
儲
け
る
の
は
間
違
い
で
す
」
と
、
渋
沢
栄

一
さ
ん
と
同
じ
金
銭
感
覚
で
す
。

　

戦
後
台
湾
の
教
育
は
、
国
民
党
政
権
の
も

と
学
校
で
、

　
「
正
々
堂
々
中
国
人
に
な
れ
、
小
・
中
学
生

に
古
代
か
ら
の
中
国
皇
帝
の
名
前
を
総
て
暗
記

さ
せ
、
日
中
戦
争
を
戦
っ
た
反
日
教
育
」　

が

続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
登
輝
は
、

　
「
台
湾
の
歴
史
・
地
理
・
自
分
の
ル
ー
ツ
な

ど
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」

と
、
97
年
か
ら
採
用
さ
れ
た
歴
史
教
科
書
で

若
い
世
代
の
台
湾
の
人
た
ち
の
、
対
日
理
解
が

大
き
く
変
わ
り
親
日
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
高
雄
な
ど
中
国
政
府
の
政
策
で
、

中
国
人
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
中
国
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
風
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
日
本
の
貿
易
額
も
ト
ッ
プ
で
、
中
国
中

心
の
交
易
の
企
業
は
親
中
や
む
な
し
で
す
。

　

2
0
0
4
年
2
月
、
登
輝
さ
ん
は
じ
め

約
2
0
0
万
人
が
台
湾
の
北
か
ら
南
ま
で
約

4
9
0
キ
ロ
の
距
離
を
手
を
つ
な
い
で
人
間
の

鎖
を
作
り
、
中
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら
台
湾

を
守
ろ
う
と
い
う
行
動
で
し
た
。
今
や
ア
メ
リ

カ
を
凌
ぐ
経
済
大
国
に
正
々
堂
々
と
立
ち
向

か
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
の
税
関
当
局
は
、
2
0
2
1
年
2
月

26
日
、
台
湾
産
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か
ら
害
虫
が
確

認
さ
れ
た
と
し
て
3
月
1
日
か
ら
輸
入
禁
止
。

23

経営と健康


	P23_2_2023.pdf

